
石川県立ろう学校

重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判定基準 備考

１　書く力の向上
　

①自分の考えや思
いを、適切な文章で
表現する力を養う。

○教務課
　 小中高等部
　 寄宿舎

日本語を正しく書く力
が求められている。

【努力指標】
日記や日々の授業などで
自分の考えや意見等を書
く場面を設定し、個に応じ
た指導を行う。

個に応じた目標を設定し、指導でき
た。
Ａ　  ８０％以上
Ｂ　  ７０％以上
Ｃ　  ６０％以上
Ｄ　  ６０％未満

ＣまたはＤの場
合は、改善策を
検討する。

７月及び１月に調査

教員

【成果指標】
研修や研究授業を通し
て、授業改善を行った。

研修や研究授業のあと、自分の授
業改善に活かすことができたと感じ
る教員が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

ＣまたはＤの場
合は、改善策を
検討する。

７月及び１月に調査

教員

【満足度指標】
学校の授業について、幼
児児童生徒は満足してい
る。

授業に満足している幼児児童生徒
が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

ＣまたはＤの場
合は、改善策を
検討する。

７月及び１月に調査

児童生徒
保護者

③防災教育
○指導課
   幼小中高等部
   寄宿舎

「自分の命は自分で
守る」という意識を高
める必要性がある。

【努力指標】
幼児児童生徒1人ひとり
の防災に関する知識が深
まり、防災への意識が高
まった。

災害について関心がたかまった幼
児児童生徒が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

ＣまたはＤの場
合は、改善策を
検討する。

７月及び１月に調査

教員
幼児児童生徒

３　防災教育の充実
④地震などの災害
が発生したときの過
ごし方について学ぶ

○防災委員会
　 幼小中高等部
　 寄宿舎

長期避難を想定した
教職員の組織的な動
きが求められてい
る。

【成果指標】
災害発生時の仮想体験を
通して、教職員は組織的
な動きが理解出来た。

仮想体験で、自分の役割を果たす
ことが出来たと感じた教員が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

CまたはDの場
合は、改善策を
検討する。

１月に調査

教員

⑤災害備品につい
ての知識

○保体課
　 幼小中高等部
　 寄宿舎

学校にある災害備品
を知り、避難所の拠
点としての備品につ
いて考える必要性が
ある。

【努力指標】
災害備蓄品及びその保管
場所や活用方法を理解し
た。

災害備蓄品や活用方法についての
理解が深まった教員が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

CまたはDの場
合は、改善策を
検討する。

７月及び１月に調査

教員

４　効率的な働き方 ⑥職場環境の改善 ○総務

業務改善のために、
各部各課の職場環
境を整理整頓するこ
とが求められる。

【努力指標】
業務の効率化を図るため
に各自が整理整頓を行っ
た。

職場環境を改善することができたと
感じた教員が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

CまたはDの場
合は、改善策を
検討する。

７月及び１月に調査

教員

２　授業改善の取り組み

②幼児児童生徒が
主体的に学ぶため
に,見てわかる・確実
に伝わる内容となる
ように授業改善に取
り組む。

○研修課
   幼小中高等部

研修や研究授業は
行っているが、課題
を共有し各自の授業
に活かすことが求め
られている。
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